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ぷ仰料ては，ます〗温窒の自然換気設禍い臼鱈11町長餃備の設計 1環して I\,_'.
要となる， 1要長の物理的基亙尼lごついて江へ‘, ：知Iて 1屎気量の数1直計算法について

述べる，

1．控気の物理的基礎＿

1. 1 換勘
自然1奏気の丹、急加］は風圧刀と浮力である。強剌換気の原應り刀は電力 12よる換長底の

譴双あるが， この場合の凪量も凪/iWi`どの影響を受,tみ，
a．空長の迂璽号
空長(1)tじ塑量は1凪巨力とう営力の両方に1郡糸する。空長の比璽量とは，空長／討判I

の璽量 (kgm-3)で，空気の温尺，圧力およひ絶対混鬼12よ，で度‘にする。

(i) 1気圧下、 8ビの乾煉空気の比璽量 rd.o(K, m-3)1む訊＇て与えられる。

旦0=/.:Z93X
273.2 353 
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(ii)水見気圧 fmmH，か塁1空長の比重量『rし(kgm.―3) Ii，屁星同圧下におlする＊

見気の比重が空長のそれの 0.6.:Z/971音てあみ了と力ぢ，：r氏‘のようになる 1),
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(J)式の第え項（還渡項）は、ぎわ'!)て小さい。

1長圧下，温度範囲辺0-50℃に和tる
相和訊此5％の空気IT).t:t璽量を図 1にホす。
b．曹嗚と静圧
流収ている空長1よ運勤ハ圧力を有している。

2収を庫nJi.といい， 単1立1] K3 nl-4 (＇ららオ） r。

(1) 
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．̀， kg m-2 

風Vm•S-1 (/)気流が流れの方向1項っ社圧 Pv(K~ 記）は． 24 

Pv ~一J;_ V" 20 
呼

va 
覆n16

、） ：：又‘‘, 9 1;t塑加噂痩 9.807m s-a, rは空気の比哩圧 121

是(K9m―~)である．比重量として） 5℃の1直l.2甚を採用
すると次の略算式を得る。1)
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風足と転知南紅図:ZIご図示する。磨nEI叩臥足のよ乗
閲鹿 (ms-1).

に比例すみのて，杭圧 I請這と共に急故に増文すみ。 図え． 胆 逹と豹 恥 麟 •i 
C．葬麟 (/S•Cの乾煉空気）

知気の一部が温翌/:よフて巳きとめられ，その速度が弱めらホると，曹力圧の一音~nゞ｀
静圧に変わる．転圧のうち静圧1こ＇変わる割合を風圧 1糸数としてあらわす。転圧 12)気圧

1尻数を更じた1正が実界に壁面に加わる風圧力となる．ごの風圧力が凪n換気ャ温窒/i1/
壊(/)原航打とば乃,.

Pw = C. Pv (4) 

：：、＇て`， Pw(kg戸）が風圧、 Cn頂 証1令数， Pvnヽ ＂転圧てある．転圧 PvlJ,
逍巌温皇の存在によ喜凪が舌Lされない位置の翫さ 10吹 1こ手1する阪ほLをもと 1こ計

屏さ蒻． レかし，そうてない場合もあるのて、ぅ主急が‘／仕‘要である，凪巌，温室の思下

側壁に 1;t＇員の Ji_カ（風が壁を引く）がnDえ，，，れる．

瓜 1糸数の温窒壁oo.l:.{1)介珈J．後述するように．温室形應．凩向，固囲庄物の有

足などによ，て異な令．

d．麟の垂直介布

凪阻V'.O'Y¥s―I) I叩也面n‘らが高さ h.(on)によ，て畏なリ 一般1こ；店＼＇ぐ表わされ
る，1）

14 
| 

可V=V。(h/h。) （-S') 

: _,て‘, h。は基準，名さ (m)、Ve,1高さ he'こ
和 tる風速 (ms-1)で， nlj垂直介わ I)様柑を表

わす1糸牧であみ、 nパ直IH也表 7)戻、ゞ によ；く異なる

が，遥常，れ＝千とさ収てい人。咋，祝固ふ芝＇）気屎

臼ゃ湖i)支所にぢ,rら1気逹涙1定r)ノ茎準高さ 1J/ s-斤沫呈

度であら。
図 31.;t几＝ 4, h。=/',.,,.,_, Vo= 30,,n s-1とし

r：：ときの風速の主亙令和 z:’、あ令。図に示すよう 1こ
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（出さ/'imt"風逹30ms左．Lて計算）
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地面に近灯＜ ／ごつれて瓜速1;;t急速に澱',｝` し，恥 I0叩， 5m., ;z,,,.,_および／切での
風速は，各々 ， ;z7. I,,,.,_ s―I';l_J.. 8',,,.,_ s―1, I%. Inn s・1あ 咋 I5. ;z"" s-1 "('ある．

e．浮力 荊口郭（天患）
温室内の気喝が外気温よ i)も高い場合，：：：且窒内の ＿＿ 

麟 Iゴ外気よりも軽いのて` ・,窒内空長1;;t当、う上がろ

うとする。ごの力が加麟． 2のとさ，温窒{[).l.
↑ ド＇：；臼旦〗9:：：：／〗9:；、三n定と([―-- 1冑唱

Pg= h C ti。ーがJ.)

ーヽソ

（ら）

△均＝h（rL-r。)

回4 浮刀践硝図

‘’、ゞて， h.は南口粋向疇さ（mt), 凡，『。／J,各々，

室内クトのを気 (f).tt 堂量（柊｝ ”,-3) てある（回 4• 参F息）。 （し）式1ご示すよう 1こ，埓 nl1

窒内クトJ7)空長の比童量の差と南l口部l旬の高さに正比1うりする。 (/,)式 IJ)淳力 1：：もとづく
換気を屯ヵ換気という。比哩量の差J;t主1：：宦内外の気温差1こよるのて'.9 ：：れを温凡差

挽気ともいう，同口評向の晶さの差が芍い場合(h.=0)は，：各力か主じないのて、室

打挽長Jj'起らない。

なら乾燥空気の喝合(b)弐＇は、文武て＇’も略耳て＇ぎる，沿 1空気に関して正瑾1ご済打
を算応したい場合に 13, （1)式を用いか

Pg=h(『。-r.i.)=h. r。 (I ー合）与 hr。 (I —骨）＝ hr。(°汀°) （7) 

Jヽ ]亨s[9nt疇喜［［三／三量］［［：〗：／：
1.2 岡口部流量

0.4 

a．庶量係数(/f.カ19芙1糸数）
Q2 

面積A(而)(/)向口師（芯出入口，すさ向り ゜ど）を流れる空気流量G-Ckgs―1)は一椴1：：：＇
（8)弐` て表わされる． T：：：「：：：`し，南口郭面積AIi, 図5
その南口郭の巻準となる面積て＂，たとえば、窓・Jヽ

2 4 6 8 10 12 14 16 18勾

向口部向高さh(m.）

向口郭間高さ，座ぅ品と浮1)1/)関1糸
（外気温 8。 =O•c)

i
 
i
 

- 3 -



杵の内法（うちのリ）面積などのような不変rJ‘値を採用する。

合＝以Ajz, r△P (8) 
●IC 

-ゞ-→て，凶麟葬数CO~O(U),91ま童 nno速度ずは空気の比重量，△ p,J
南口部内外の全Ji差(K9m刃てある．；哉量GIす令圧差△ Pの平方様1こIt1が1する。令
圧差△p,;r、

△P=-Pw-t P, + PL (9) 

と表わされる。： ：：て Pw,Pg, P遣，各Iマ，南口師における 1乱Jiカ，浮刀および
窒内静印， Pwと為 ii,各， （4）式，（6）紅求められる． • I~ 
流量1科訟1ま胴口粋の空長の虫．木やすさを表わす1糸数て，南口郭形状ャ通底点速に

ょって異な’I、通巌実験約1こ求められる．流量1租数0(の逆数IT)年方根を圧力1屈知条
数と呼び， t,(-rz:・-夕）て＇`表わす。すり`わち，

炉 l／パ (/ 0)  

圧力1屠失1糸数1.,1:l:、南口邦の流>/"1.1之由すみ拾坑を表わす。 Iを用いみと，（9）式1;t

次のよう 1：：党形？れる。

炉 A ✓ 之 g にAP/t (8)' 

b.幻憫口の合版‘1)

胴口郭n'；図廷1：：：示すように同ー壁面.l:.1こ威持 Lて並んているとさ 1;t, それり
を一つの南口と Lで合武て’`ぎる． ミれを以 A(/)合応という。合阪されたrJ.A~以 Ac,
jr2各々 のう炭量1条数，南口§緬材を以 1,()(;,_, A 1, A.とすれば，

以A¢ ＝以 1A 1 t(j.,a A a 

と表わすごとがて、さる．な已なら，南口郭1,えの決量G-1, G., 1;t, 

G 1 ＝的 A1 J及gに P

G a ＝応 A,.J及9r△P 

3、'>て△p,ゴ只通て、全荒量G＝釦 t知てあるから

Ci-=釦十釦＝ （的 A1十応心） Jる9「△P
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したがって，

ぅ
以Ac二応 A1十応 A,.

すなわち，血が間口の双Aの合氏‘以Ac.11,各蒋lt:i(1)ozA(1)和で与えられる。

C．直が1南口 (a) 
向疇紐，図もかに示すよう l：：，直列

的に存仕すると、き lf)r:J..Ac:.1;t, 

ーノ 1 ¥ 
-'~ 

阪Az 加え
I 以Ac叫 1+()(凸

濡
:̀）え＝（土）at(d,.人）万舟

，
 

△P1 
| 

（ 
G こ

＝可冗的 A1)

へーソ

rノ

ヘ

(／2) 

詞えら水る．「こだし、 ず），ねは府ロ
部1、えを通る空気の比童量て＇` ある。ば
ビなら、同口郭1、2l1)琉量,:r,司じてあ

(b)面が1町ロ

砂‘ら，向噂1，えに年1て， r/.1A1 I o<,Az ¥ 

I Oz ¥（古）Z＝（年）2+（ な 涜

、 し一’
△P1,.pz 

△p" I'G-'" =---（ 巧ら rA.;,A.,） 

..t:.式は ('6)式を変形したものである．

△p"(1)和てあるn‘ら，

回し

01 

(II) 

血列南口こ直列向!:JI：：：お11るo(Ail)合成‘

また，南Iコ砕1,2.全1本の含圧差△ P1:.t△P此

△P＝△Pぃ△P.=合-iが式）八亡（元〖）よ忙亭｛尉ザ噌（元元）惰

..t..式と('6)式を比較すると (li)式を得る。

1. 3 風Ji1糸数
前恥て1こ述べたように， 1良気曼の言寸算を行う1：：ば、温窒囲口部におITる困丘1糸数

と流量1糸数の1直がI虻`f展てある。風厨綬とと流量1紐数,;;r,温窒形状‘，圏向，周囲建物な
どによ，て文中に異なリ，趾距実験的1：：求められるが` ，測1定例は約〈店‘い、本稿て‘’
ば主に， 1左瀬•も在奈良・様岸(/ 980)が、大型底同中の検型阜棟切専温室を

用いて得た1ii(/)一部を結介する梵
温室の壁面ま巨は南口罪：：n、かる圧力は， （4）天lごポ Lたように，周丘係数1：：社圧

を支じたものである。宝内外の気温差がないとすれば（すなわちラ多力乏焦、ネ見て、きると
ぎば），一般に/;!，風酎糸数が正の同口からクト気が決入L'頂の用口か逹醒知浅土するが，悛販
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ぷうに、 19IIクト的り｀場合もある． m、風麟敗•(f)耗吋1直が久き vヽほど流入・；鯰量は文となる．
a．窓暉賞明の風圧i糸数

図7に応同f護峙にお l謬阜裸切手両屋隷温望中央新面に和ナるI臥圧1糸穀の介石を／凪

向別に示す。ごれば，風洞内に置かれた様型這室こ用いて測定LT：：もので，棲型温窒

ば臭行I?0m阿口4妬， 1綱避高さ I3. 8,,,,,_、屋根1頃斜角忍． 7゚ である（問声桟数IJ、
梗型の繍尺李I：：：殆んどよらず、ほぼ形状‘によ？む哭辻る）．窓同鐸峙の風圧1糸殺/j,

すき向挽気壼の言ナ昇あるいほ窓即鐸時Iごみ1只汽麺.l:.の凪圧刀の計算IこI£‘要である。

屈角〇゚ （風I3様に直角）のとさ．）風圧1糸数IJ風上創壁て0.!8'"-0.BS（平均0.3'1),

展に屋根配｀‘-0,;?7~0. Os（平均ー 0.08'), I風下餞'I堕て‘-O.:sS~-o.,;,8（平均

-0. 2 9，風下屋根面て‘-0.28 ~-0. 39 （平均ー 0.34)とな‘，ている。
風30゜のとぎの風圧1糸牧介布／J, 底向 o•CT) ときのそれと大差ないが｀，風向が o·て

ば、両1則壁面の風圧條穀が決）こビロに近付く。）風向90・のとさ，逗窒中央新面では全

壁面上で1訊厨糸穀IJほぼビロ乙｀•ある，

二•\＼•/•‘.．｀•-•ヽ．《．

□三-l

\•1.,.‘•‘• 
．ヽ•-•/／＼ JP'.`•‘• 
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_
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|
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]
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風向 JOO ． ． ヽ

| l‘ 
,．．．． I ・.,. 1 
0 -05 -1 

●、.｀•-i ア
¥ ． ,.,.‘`  
. ，．／ヽ．

・ぐ 風向 60° ` ¥r・ ?‘・，．／ 風向 90° ．ヽ`・0?

~ i | 
（風は棟に平行）

-.u..w..u 
0 Q5 0 如 - L -Q5 0 0 -Q5 

図7単棟t7J李両根温室中央新面哩配l2おlする換表窓含南語の風配紐鐸
瞑しがん，こ直角Iこ吹くとさ廊年かとする・，風圧係数測定位置

風 側而

/＼ , i I 温室乎面図 i| 風上要~ 90° • [I 伯1而も ：！。心゚；向 夕

＼ 

... 
．＇ ・ミ．—·-·-• .‘•、.、/ 

し吸 / i ヽ．｀•-•

¥i 
亥

・ー＇〈臼

9. ．．、 1. ．．•.： 
0 Q5 l O -Q5 -1 -1 -QS O .  0 -Q；；一l

図8単棟t7J奪両屋根温室ll)凧頃l奪面1揺の挽気窓令同時に+,Iナ引難1糸数の分布

風向 60°

● | C 

'I• 

'I• 
● | （］ 

• c 
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危町肉時の壁面.t.(1)風圧1糸牧/;!:奥行方向にも分布をホす。図 'frIご1屯図7と同一の
温窒のI訊.r:.1印1素面に近持した新OOIご砂乃思圧1糸数の介布を，瓜向 30゚と 60'I叫訂し
て示したものである．図7叫図8を比較すれば，温窒1：：閉して1風が合斗め1Z吹くと、さ，
鱈 1寸追の屋根上の風圧1系数1ま奥行中央付近のそれ1之ItLて， TJ‘なリ文、さいごとがわ
かる。ご和3，素oo.l:.評の陵様追1知澳（境界層）かぱ＜紐して，うずが生じる 2と
による。
なお，酎風l、1餌杵を目的<'..Lた谷稚温窒の忘用錢皓／ごおItる屈町糸教の測足I遺］し

ては、 中山がら S)あよびWeiIsら4)の一連の研究がある。
b．窓刷寂語の応圧條数
通常の温墜の天危ゃ1則忘（は立し窓）芝南Iすると，一般 1：：，周辺如成の分布l遠．

国顧語のそれと異なリ， したが，て，風圧1系免砂両為ては異なる、
塁町/;), Iゴね武 0.5 

し式連税型1則危．に関する
凪向別・危荷l度別の1切I忠
1ごみける風圧1糸数を示し
たt/J)てあう．風（o)o・,
／釦O'ば，各々 ，！臥が風
這 Il，風讀Jから裸に直
角1:吹くごとと意昧する、
窓特］度 0゚ （用鍔語） (/)と
ぎの風圧條教IJ印行方洵
の平均薩である。良、町度
が0゚ てないとさ1ヰ， 風圧
株数1;;)奥行方向1：：関 Lて
ほぼ1司ーの値をとる．図
1：：示すように制窓に関して 13，臥丘條数は，窓l可舘語（南良〇゜）を記ヽては、窓痔l
度によらずほぼ一定てある。臥卸頂しては，阻mo゚以戸‘'風圧1糸数は頂になって
いるごとが注目、大れる。すなわち、凪句70国、上ては室内空長は1月IIETJ‘が記出しよ
うとする。
四直凹通常の温窒ては， 1かは国連緑型えK1ゴ硬の両罰濯磯して餃量され

ている，風圧1印 1ご閉 Lて，天定を片側「：：寸向肉する喝合と両文定を同一岡度て同峙
疇する場合ては異なった値を示し，丙天芯を同活胴問する場合は両天，庖を一つの
1荊口と考えた方が合理的である。
図/0はは饂し式連綬型天忘芝片側応t閏1丁た場合のその天忠にお1tる閲圧1系数

這励I・ 窓南度別lご，T、したものてあみ。文窓ては 1則息に比して，凪圧條数1：：及ぼ
す窓南歿パ噌か強く表われている。 ごれは，天だの窓、同度1"2よフて、周辺饂）ぐタ
＿、ぷよリ踵着 1ご＇変化するたのてある．窓疇 0°のと、?I:t風向1::よらず風圧1条数が負
であるから，床じら中た天定のす引向から 1疇 1こ空気が流出しようとすみ。他方，芭
JJ<，ケしてげ用いている場合は，瓜向0'-60゚ において，タト気が流入しようとする，
彗 豆□1を同一定即度で向同した場合が願1和奇文を恥奢］に図 lllご示す．

裕 i―-i<.
； 

｀＼ 

．` ・天．←ゞ
‘̀‘‘‘::-

戸-=::-·―•‘°‘‘ 

窓開度， B
00 

10° -6。こ
o.o 

-0.5 

゜
30 60 90 120 150 

風向（庶）

図9 煎向と窓荷l度によう単棟切素両屋根温窒の
I訂3.t1t'` 式連緩1則恙1：：お,tみ風町紋の＇度化
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o., 
窓開度， 8

9 1 9 9 9 ^ 

;。

-0. 

-0., 
~ - 120 150 180 

風向 1度）

図／0 瓜向這朋度1：：よる単棟切令両屋根温窒の
1わ姐： lず武連統天危．片1見lrさナを痔11tri場合
のその天恙：：お寸る風圧爺数の屯‘化

0.5 

n》

゜

益
咲
出
磁

窓1ll1度， aI aヽ／ 1 

.. 10° 
■'20° 
△ 30° 
乙

0 40° 

・堕゚

史「` i-
1 •フ

I 
ロ――-0、i=~

~_＝か―-•一
-0.5~ 

30, 60 90 
風向（度）

図I/限向と窓荊度 1ごよみ

単棟切奇両屈根温宦の
lれ3.t1t̀` 式連穏天息の
両制を胴1tた場合fJ)

天應・I：：おげる屈圧1庄数
(1)'度化

ミれらは両矢起を一つの胴口とみなした場合の屈＼圧株敗筐である、風圧1氏穀1すすべ＇て
釈＇あな風向 o・-w に゚おいて定町度如o・,3o゚ の場合の屈町糸条u/J)氏色対1記が，危・
剛度 (0', :,O'の場合のそれよ:'I大、きい (f)Iご，前考て,:r,天忘がほぼ汁＜乎に迎い（屋

根1項斜角/;;t;;6, か）のて＇〗凡根棟郎の記知の乱れがよ')'少ないミとに関條している．
前述のよう）：：：：，同回 1こ示した閲圧條数値J;i丙え翌．を 1つの町口と奸なした喝合の1直

である．屁圧於数1正）ゴ風向1：：よらず須であるから，天忘から 1れ靡1::::'差外空気が琉出レ
ていみ：：とになる。 しかし、それは正昧の流量であ 7 ズ，戻庶/;!,凪J::1月’l天忘から流
入し，瓜頂吠，庖，がら流出してぢ),ぅ点入量よりう点出量1lく＇欠であるので，正昧として
は流出となる 2こを危昧する。
令面同口郭

~ • ~ • 

温室の素面121;;t出入口店
どが餃1すられるごとが知ヽ 。 ごの出入口
が用放されているときは裸長1：：＇）`なから
ず影響を与える．回 j,}/;),字面におlt?

引ぎ違い戸式の出入口1ご閲する）只圧1系数
乞思向別）ご芹、したものてある。引さ追い
戸の場合は，その南放の程度が異なって
いても，風圧1紅教Iゴ一定凪角/2ついてほ —0,8 

-90 -60 -JO O 30 60 90 

ぼ一定位を示す。 風I句 1度）
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1.4流量條数
(7)式に示 L「zように同口音p/1)う気量

は、主に、 1司tJ粋面視全圧差，梁量1糸
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う

数（または圧磯知紐）によ孔決まる．流量1糸数以（圧力1履吏1条数1,)は用疇
(J)来れですさ（流れにくさ）を表わす1民数て， (A~ I／厄― /J)閲保1こわる．
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回！3有限峙の息の圧力1『史1糸数（流量1糸数）
¥r :忘南口郭の空気の流速

v:安物換耳／0-m.の高さにお1tみ風迫

図／3は風圧1紅数と示 LT：：図7,/之と同一形状` の温窒1之肉する側窓，文危片側，天

窓丙偵I)の有1瓦明の圧刀頂失1絹教を風伺応囲良別1：：庁、したものてある（恙風峙の琉量

麟知事図とは異なる）。当然‘‘/l)：：とながら，危阻度が＇，卜となる 1ごつれて， Ji..刀穫失

係数は大きくなるが，その程度/;t窓の位岳、風向，クト凪速と閑口酌譴の比12よって

図 1ご示すように異なる．制窓~の流量1糸数は，忘荊尺が同じ天應．のそれよ')も，ヤヤ小
さい。紆註田ら(/9 7$) 1:よれば，小型ビニ 1しハウス 1l)換気窓．の流世任数（圧力穫失
1糸数）の乎均緬／ま 0.4-≪ (5. I, 7)であるという。S)

ヘJ

え．控長計算玄
:Z. 1 血列および直が1用ロ

訊口郎咽Aの値n‘'-i, 「 I．ぇ向口§饂量..IZ‘述べた方法で，全1本の合煎` 以 An"・
計昇て＂ぎる場合は (ir)恥‘ら瓦万/"挽気量が計耳てきる．
a. I応浪気の紆の場合回/4 Iご元すように，温窒外風速V(msー')

(/)1貝’l店と天息が片1則ずつ用いている場合、天忘と1月’1窓 ＇ 
の瓜圧1保数を久ロ々 ， C1 、w, タト辰＼遠を V(m•S― 1).
空長17).tt童量を rとすると、南口郎 I, えにおける9ヵ
圧Pw1, Pw;, It, (3)式`から，

ヽJ

Pw1 = C1玉▽.;,I Pw'"~ Cぇー―-
r a 

ぇg▽ 

- 9 -

c~ 
↑ -̀"r!.1,Az 

卯部間
却 h(m)

C1，↓れ

(3)'(j.1,A]／1 9L I ;: 
図14炊A(/)合寂‘|2訪瓜力携針と

童祖免気の設明図



.，． 

、う‘‘て， 9/;t哩力加速度 9和07吹 S_1。 したがって＇，令圧差△ P;?w1 -Pw；；てあ
砂ら，瓜磯気量 Gw 臼 s—I) Iま，（g)式を用いて、

G-w =()(Ac J さび•苺▽ょ IC|-C』噂 Ac 『 V 刀□て亡汀 (/3) 

ただし、びA¢ I3 (／ l)式て＇求められう合欣` された以 Aである（直が1岡口）。百お、
（／え）式て1打窒内外空気の比重-t1:r同じて，温度差挽数1J起、豆` いとしている。
(I ;z)式がら，圏力埃加の行の場合， 1見気量lゴ，外風速Vと風li1糸数の差の絶切邑

(/)平方根 jICI -C之に比例する了とが令る。
b，重打（温霞差）喪気屋外が悪風(V=Oms-1)て` ＇，宦内外空長(/)比應量が『;,
r。/1)とさあるいは，窒内外の空気の気温n'・c以 9 (9o (TJ..=;zU+似 l/J)とさ，
回I41：：よいて，天窓，，恨,1忘，店l{1)浮力△ PgI；； (6)武‘から，

△ P, ＝ h (『O - r1.) 

てあ砂℃璽刀1舷量Gg(K3 S—I) /J, (7)武‘から、

Grg =()(Aj 2, Yo h (r。—ね）与以Ac r。Iふgh(81..-6。)／丁L

（し）

(14) 

となる。 したが＇ 7 て， Ggは南口郭の尚さ h.および内外温歿差(8.i.-8。)の差の
平方根1:比1列する， d-.Ac.Iす， （／／）式を用いて計耳する。

2. 2 単棟温窒の自然換気

温窒／：：3っ虹の南口師が＇刷，各囲口部にお 1tるぅ酎量合あるいは全圧差△ Pが異
なる場合は， （／／）式/?よる， 0(Aの合成がてさない。 この喝合，以下に示す方法て＇

知量を求める。
a.連続．の武‘
転部の数が噂あるとすると，胴口剛 (l~j~n)Iごお 1する流量記（ l:g s-1) 

と鐸差△ PJは謬` で表わされる。

恥＝如 AJj戸上戸； （△ PJ 20) 
G-J ~噂J 先＇又 g ヤ△•町「（△灼 <0)

.6. p j =ヱ-Pw+P9 

Pw ~ C j舌Va

(／5) 

ヽ
ノ
ヽ
ノ

6

7

 

I

I

 

（

（

 

• II{] 

9 9 

.“> 

．．
 

., <1] 

9,‘ 

• 

.l l《]

Pb = hJ r。oi-8。
Tん

(／ 8) 

心て，（／も）式9(/)石辺第一項！注咽麟力（一緞疇知であるのて｀＇えの言己号を用 ●I≪: 
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いた），第之項 I出風圧刀第 3項/jぅ豹力で， hは床から1布口中心まての晶さ (rm)で'
ある。なお， （／5）式の△ PJIょ⇒ね IZその終対1互乞用いる。そして△ PJが正のと

、きは捺：出て＇`あるから、 (/6)式のい：： /j窒内空気の比璽量を用し、、△ pj n項のとき

は未入であゐから， rにぱクト気のそホを用いる。 したが‘？て、流入のとき臼く 0)

流士のとき Gj〉0てある。
温窒全條としては，流入空気の様量とう酎出空気の稔量/;i等しい n‘ら、

X印＝ 0
ふl,n

(lq) 

Tf応`立する． （I 9) 式を連綬•(1)式という。 2 の連続の武｀ n流＇立するような，未知窒
門圧叉を見い出セ屯 (IS-)~(1q)式が陪1-i-tこここにな 1)、各詞口部の流量， した

が｀って，換気幸，喚気回数が求t/)かれる。
b.骰1直詫去
(I bl式の束知宦内圧叉芝硝折的に求めるのは困難て、通靡，数1直解法また1:r図弐`

罪法によって求める。その計算手II}負IJ次のようてある．以下てI;!窒温窒丙丘之 IJ呈
内て＂均ーであると仮足する．

1. X = 0て＂あると 1反定する．
2. n1回の町口邦）こ閑する△ PJ芝〈／ 6）式から計算する。

3. n1国の南口部I可用する G-jを(/,)助‘ら求1JJる．
4. G-jの科謀□とGj芝計算する，

5. もしこ釘＝0であれば，應続/J)式が満たされている (1)℃板足したえ吋直は
正しり‘っ T2ごとになる．ごの場合は各荊口gp(J)合jの直をもとに換月幸などが
求jる，

6． もし， lGj〈Oてあれば、流入空気の稔量が染土空気の庶量よ＇）文てある 2
とを危昧するのて新たrぶこの紅として，従生の之の1直ょ I)大さな値を1反定し
て，手Ill負又以降とくり返す。

7. 2 G-j〉0てあれば，新た↑J巧乙の1亙として，従来のえ(/)1直よ小）、さ店値を慨だ．
して、手 1ll見え以降をく l)返す。

計算は上述の反復計算によるが，反復計員の回数を

少なくすiでる1ごは 3回目以降の乙の粕にrJ‘推定植

Xnew之，前乙回のェとこGjの関係刀‘ら，図／ 5/こ
示すように，図上て見,1tる方法打‘ある。
2 (/)砂ewを計算1:よフて求のうに1ご，、、文式を用い

ればよい。

ぢ ew=Xo-So（叉。一い）／（So-S1) c.:io) 

ヽゞ 、ゞて，え/;;)未知室内丘， SI3こGjであるか，

総流t
廷j(S)

(Xnew,O) 

（迄，S1)

(X。,S。)

文呪ew1lヽ□第1回目 (if 3)の推定旭てあると 図15反殺浅lごよる数値計算戎

-11 -



すると，叉o，ズ11ゴ、各、々， （,-;,), (i-1)回目の淮定鉦て" So SんI.!,

各々 ，（ i-;J) I (i -I)回目のこ釘の値である．又 11ewは、座橡（エo,So), 

（ズ 1, S 1)を結ぶ直線.t.て"S=Oとなると、知のぇ座揺である．

ュの計昂方法11:.rれ1ゴ；通惇4~ 5回(f)印履て’こ Gjの糸色印正を+令之‘口に坦

づ叶ることがで、令る。

上述の計耳 Iゴ，図武罪茨ヤ手計逍て＇し可距てあるが｀，マ1 ワロ• J以こ゚"-クを用いれ
lJ容易に実行て＇ぎる．
.t.述の方法にもとづ＼、た単棟温窒の挽気量計耳のためのフオートうレ語て＂苓かれた

プロワ’'うム191]と入出力例乞付録Aとして勘1ず`てあみ。

92.3 専棟温窒の自然挽気
連棟温窒叫良長 1ゴ，以下に述べる点

て＂単視温翌のそれと箔千異なる。 (1) 

(／ 9)式の連続の武＇は各諌/:'.ついて成

11立「：：ねばならない． （よ）各棟向の I司

ロ合p（しばしば軒•沿x 奥行の又ささを

有する）の奈骨係数を知らねばならな

い。 (3)各棟叩窒温差乞為危しなIT

ればなりない。
上述の点を考虎すみと、その計昇手嗚J;;j次のようになる。説明の硬宜上，以下て'9屯

図／ム）：：示した2連棟を1反足するが． 3逹棟L..;._.l:.17}約連棟/3ついてレ計昇手喚は同様

である．
1:棟I(/)窒内圧之乏乙` 口と1反定すみ．

え，同口 1, え、 3の流世釦， G;e,Gaを(/5)式を用いて，計耳する，

3．棟II：：閑する連綬の式乏ぅ函足さてるように， G7＝釦十釦刊ね乏計算する，
4.次）こ，視J[(7)窒内圧x]L、2求める． （／S）式` 中の△ Pは，棟I,JI(7)窒内圧乞

互，え1I.とすれば，△ P=（え 11.-Xェ）であるかう (/5)式乞帝形して，

｀沢＼文<No.5｀ 棟INo.7 棟こ
| 1 VOLM，古 VOLMl1 古

図／ム連棟温窒の換気計耳ぅ去棧式回

VOL附 VOLM11;t．各々，棟I、棟l[の溶莉

石：文 I-(Gd (r:I.A)戸／（ 29,riI)
互＝ XI+（年／ （以 A）戸／ （2, t迂）

..,、'‘、、て， r江， r1.占、各I之，視I、1IIJ)空幻加t咀t、凶 All, 各J<.,棟I, JI 

向の申口郎の決量f紐と南口評面材である．
5〗視I/J) 窒内圧推定値ぇ 1L と (/5) 武から， 釦・，年，釦と計算する．
も． もし， Gけ GぃG5.,.G-¢ = 0てあれば，窒内圧えェおよびそれ以後の計算/;;t

正しかったごとになる． G7-t-年tG-豆伍〉0てあれば，石の新たな推定1直をよりI}、

さく訊定して手）りに．以除をく ’1返す． G7』 4-+G戸釦く0であれば，応の新たな

推定碩をJリ久さく殷足して与嗚え以降をくリ返す。
石の正しい推定1正を見出すための反1姜回数を少なくするば 1.;t，単棟温窒の換長計

算法で述べた方法を採用する。

（え／）

t I≪ 

'I' 

'≪ ・`

., 1《

'‘
 

● | ≪ 

● | （ 
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＇ 
ばお，授長回数/;;¥'，単位語岡当＇）、温窒塔羽当 ')(7)タト気ぅ炭入量芍＂定羨さ中るが，遅

棟温室の場合，囀瞬［として温宦釘和容穏を採るか、各裸疇積を昧るか， 3た，
温室塔積として各裸の容材を採 7 た喝合外気束入量I瑾頴視ヵ‘らの塔気流入量を含
のて考えるかどうかて，換気回数の計昇ぅ去が異なってくる．たとえば，回Ibにおい
て、梗1の換気回数C1 (h-1)は，

C1 = 3る00釘／ （r。VoL田） （之え）

て来` のりれる． ：：：一→て， 360011秒を呼間の単位に変換するための1系数， に。はクト
気の比哩量） VOLM1/;t棟Iの容積である．他方，棟1I叫哭気回数Cェは，外気流入
量こして 1ゴ1東工からの空気決入量を含3ないとす水ば‘, （む）式と同様1こ，

ぅ

C][ ＝ 3ら00年／ （r。． VOLMェ） （≪") 

と定羨される。他方，クト気流入量/'.:梗Tヵ刃の涼入量を含屯と免えると，そのときの
換気回数EII.IJ,

D
 

E][ = 3ムOO(G-4パ石） ／（ r。.,.VOLM)[）
となる．更 1：：、棟Iと1[の平磯気回数CHG-Iゴ、

CHG-=3/;,00(G-1 tG-4)/(t。(VOLMIT VOLド1:n:)
= （C I + C :n:） ／2..  

(•25) 

(~4) 

て表わされる．

患裸温堅/2おいて Iユ，一般／：：， CI'C.n:,CHG-,EJ[は，各々 ，異 B‘ 平値乞
9訂．連裸温室の1癸気回数を（ええ）ー (2夕）式のいずれて表現するのが良いか/;J:、
目的にむて異なる．本計耳方式に区づくフォートう‘冷吾プログラム1弓＇］を付録 BJ:褐1ず冷。

2. 4 将碍と宦ぅ品の同峙耳定 ． 

D 今ま這べた授気計算法ては，配駆既知のものとして'r：：。しかし、実鹿／ご/J,
窒羞噂気年の県得響を受1ナ，また、逆I：：換気率ll'室羞の影響を受ITる。
釦品を既知のものとセす］外界気屎企舛•と温窒構造などか...;,＇笙温．叫葵気量と同痔

）遠疇1：：は，莉述の武1：：温知、熟J/又支をnnえて，それらを同咤Iコ絆かなItればなら
ない．温空の、熟収支武‘にもとづいて，室温芝一定Iユ1呆っための1必要挽気回数を求t/)る
式としては，矢吹(/91, 4)が与えた文式がある。b)

D
 

Nぇ= | { -Rn(1 -a）一戸｝ As 
Cpr.。 ;tLーた。 v, (.)/,) 
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、..,‘‘て`‘， N1;r換如諏(h-I)，CplJ空
気のヰ、熟C0. ::Z4 kca./吋＇゚ c-l)，r。
ばクト気の且こ塑量（匂 rn.-3), Rn 1:t＇差内禾と
放的量 (kcalm-;;,に）， aはRnに対す

る，惹発散1：：よる潜熟1云逹量(/)忠冷ca=(認
~0．且 5)，和3放熟北（含壁面積／床面
樗），危I;;r壁面碍き貫琉幸（知a.lm―a},_-l)， 
As Iゴ床面積（m>)I ▽,は温室訊（戒），
ti Ito l;;t，谷々 1 宦温外気温である。
(;z I,)式を考厖した、宦温と換気率(/)計耳

法のぅ却1回乏団（ 71：：示す。固回中、挟長
回数N1l'J次式て` 束``めみ。

N 1: s6oo I区G叫／ （Yo・Vol) 

P7) 

、'>：：て`＇，こ Grn1まnクト気流入量の稔計，す
なわち、釘く 0あ絶対紅の鉗tである。

N1を計算
式（お）を手囲

2., 5 強制換気
強制揆民の場合の換長率を討算する1=1ゴ，

使用換気扇前使l7)静圧差と風量が莉糸（静
圧ー風量曲線）と吸気口 (3「'!I:.t琲気口）
詑気董碑を前もフて知 7` ておかわばなら
ない．

静圧ー風量曲線1迂，癌気廂の形式‘毎IZ異
なるから、 1更用換気扇IZついて 17)それが心要て＂ある．吸気口の流量 1令数1エ，瓜雨許1t
のフードや=/マ 7 ーの有焦あるい 1:t ，それらの形状．1-zJ", て異なるのて，特•Jt吸沢ロ
/：：--,いての糸量1絹数がl込‘要である．
静圧ー閲量曲線と流量於数が既知であるとすると、強剌換気の喚長李の計耳手）1／如IJ

以下のようになる．説明の1急宜上，換長廂n‘ら1;;t空気が琲出さ '11.,その他の用口部（
咽知）から13空気が吸入さ収るとするが，逆の場合ても以下の計算ぅ去で正しい結果

が得られる．
1.窒内未知静丑え．乏ビロと1夜足する．
え．各囲口部（換気廂も含のて）におlTる風圧力Pw(（4)式参想），ぅ忠力Pb

((/, )式参照） t司位）る．
3.各吸気口1：：おオる怜圧差△Pを求のる ((q)式菱照）．

4.各吸長口におltみ空気決青Grn乞， （9)式力‘ら来‘のる．
5．揆疇前1委の静圧差△Pと与えられた静圧ー風量曲糸泉勺‘5喚這風量を求める．
I,,各吸如口 1：：おltる空気ぅ成量の経和Z:cr rn.と喚気廂瓜量缶を比較する。

⑯ 

図17挽気回数と窒温の同時算定のための
手'IJ負 尤i＝配品， Z=窒内静足

釘＝荊叫践量， N1,N,＝漁気回数

9
,
 ヽ

，

．．
 

．
 
t I! 

●1i 
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D
 

9C 

D
 

D
 

7. もし，こ釦n.=的ならば， 1反定した未知窒内圧えの1直は正しく（連紐の武乞
希足 Lている）， したがって，谷町口郎ぅ択量の1直も正しい“

8,こG-f n〉Gfてあれば、未入空気量が成出空気量よ'/大てあるのて＂，えの 1直こ
よI)大きく1及定して，子）1/釈以降をくり返す．

9, L o mく匂てあれば，工の1正をよ叫さく1反定して、子l/1負2以降をくり返す。
工の正しい推定汲をよ'/少ない反復回数2"得る/:?Iゴ， 「2.2,加て述べた方ぅ去を採

用する。
..t鉦の方法にもとづ` いた弦剃換気量計算のたののフオートうンプロヴラム1り］と入出力

例を1寸飾Aとして1易If'てある。

引用文肱
1)斉視平武、/g'74;建築気候，哭立出版社、 2'87pp 
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圧係数とぅ紹量條教の視Il定，晨党気象， 3b(1)， 3ー／え，
3) 中点·王井，桑丹、•原， I 97;3: •7)素型 1 棟建ハウス周囲の二次元風圧令希特l’考

農土論羨， 44,49-5'b.
4l A.Wellsa.nd R.P.Hoxey, Jqり5:F叫lsea.le glo.ssh.ou.se wind 1oa.d 

mea.su.re ment s、 Acta. Ho代iC叫七ure4b, /9千 ;;:07,
5)記田周ら， I9'7S :応用施言月（主物の発育と環吃誇l邸） 519-542.B柄菊振県会

し）矢吹万h,/977:温窒制御の庇男換気量，施殷囮衷環境弗l卸基辛穿料晨党気
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a. Multr-spa.n恥 enhouse Acta, Hort,cultu.rae, (&'7) 39-49-
Z) T. k'ol!a.i, S. So.se o:叫 M.Na.ra., I q'8Q: A modeling Approach to G-reenh.011.se 

Environmental Control by Ventr la.ti on, Acta. Hort;cul如 衣e.(／06)／2S-
/3I,． 

3) 古在豊尉 1980：挽気（温窒毅計の各討む涙院，三死義救鳩養賢堂），／4r-

I打，
4)怯蹴諏，謡翌街、希良飯、核月久唯 I91/0：羞鯰換気 (1)風洞突験` によ

る単諌温窒の年1積数と流量i縁 直lJ乞，農度気象， 3¢ (1) 3-lえ，
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付含桑 A
単視温窒自然挽気フ゜ログラム
(1) 火1ンプロプラL¥ ーヽ

D101E, 51 O:I A(3, 20), GC 20), 8(20), WC 20), VC 20) 
8 0 CALL HOUS EC AバJ,VOL:1』 FLRA,HTE)

! F(FLRA) 90, 90, 70 

70 READ(I, 100) HR, TO, I VS, I VE, I v:1, I TS』 ITE, I T:1 
100 ・FO!MAT(2F.S. 0, 6_1 5) 

DO 33 K=IVS, IVE, 1v,1 
VR=K-l 

DO 33J=ITS,!TE,IT.~ 
Tl=J 
,.JRITE(l,200) V印 H克 Tl,TO 

200 FORMATC///,3HVR=,F7• l,3X、 3HHR=,F7• l』 3X,3HT! =, F?. Iヽ
I・ 3X, 3HTO=, F?-l/) 

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
 

FLRA 
VOL:1 
VR 
HR 
TI 
TO 

GI 
GO 
VHTE 
BC I) 
WCI) 

s 
CHG 
¥,NT 

FLOOR AREA 
Al P. VOL U1 E OF THE HOUSE 
WIND VELO Cl TY AT REFER取 CEHEIGHT 
REFERE!JCE HE! GHT 
!'.,SIDE TE:'IPERATURE 

OUTS! DE TEl1PERATURE 
SPEC! Fl C ¥JE! GHT OF IN SI DE Al R 
SPECIFIC WEIGHT OF OUTSIDE AIR 
¥JI)JD VELOCITY AT THE EAVES HEIGHT 
BUOYiWCY FOP.CE 
WI)JD FORCE 

WEIGHT OF AIR CHAJGED 
:Jば1BEROF Al P. CHANGE 
1/E:HIRAT!Ool RATE PER ば IT AREA 

(.1.. 2) 

C1** 3) 
(:1/ S) 

(M) 

(DEG. l 
(DEG•) 
(;(G/:1**3l 

(KG/.1**3) 
(:1IS) 

(KG/:•1**2l 
(l(G/：、1**2)
(KG/HR) 
(NlJ.1BE只／HP.）

(M*＊3/:1*＊2/HR) 

V!HE= vn• (HTE/l{R) ** 0, 25 
-GO=i,29.3•273,2/(273,2+TOJ 
GI= I, 293•273, 2/(273, 2+TI l 
¥/RI TE< I, 400) GO, GI 

9400 FOR.1AT(IIi, 31iGO=』 F8,3, 3X, 3HG!=』 F5,3) 
00・10!=!,N 

8(1)=GO*(T!-TOJ/(273, 2+TI l*A(2』 1・）

リ(1)＝A(3≫ 1) ＊GO*VHTE*＊2/ (2• *9 • 5) 
co:JTIMUE 
CALL FLO¥，1(A,も恥 G,W,GO, GI l 

s= 0• 
D0 2E l = 1, :J. 
I F(G (1)） 2o, 20, 30 

30 S=S+G(I l 
2g,＇.1RITE< 1,500) !,G(!l,B(!),,.!（1), V(1) 

500 FOR!1AT< IH, 2HI=, 13, 3X,2HG=, F7, I, 3X, 2HB=, F7, 3, 3X』 2HW=,F7, 3, 
1. 3X, 2HV=, FS, 1) 

CHG=S* 36og. ／ （GO*VOL:4) 
v:VT=S* 3600• /（ GO*FLRA) 
WR! TE(1,600) S, CilG, Vl'JT 

FO空1AT(lH,2HS=,Fi0.J,3X,4HCHG=,Fl0・1,3X, 4!l1"JT=、F10• 1) 
CONT!'1UE 
STOP 
E:'1D 

ーq 

600 

33 
90 

艮・

．
 • 

ヽ
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ば）サププログウム 1

D
 

•C 2
 I 0 

SUBROUTINE FLOW(Ad, 8,釦＼わ GO,GI) 
DJ:1E:-JS!ON A<3,20),8(20),G(20),W(20) 

K=l 
X=0• 

I OO s= 0• O 
00 10 != I,)J 
P=X-W(I) +8(I) 
IF(P) I』 2,2 
G(!)=-A(I, IHSQRT<2•*9•o*GO•-Pl 
GO TO 10 
G(!)=A(I, l)*SQRT(2°•9•8•Gl*P) 
s= s+G(1) 
IF(ABS(S)-0°2) 11,11,4 

A

5

 

D
 

5

7

8

9

 

II 
2OCi 

k=・＋ 1 
I F(K→ 2) 5, 5, 5 
XOLD=X 
SOLD= 5 
IF(5) が 6,7 
x=x+ 0• I 
GO TO I 00 
X=X-0, I 
GO TO I 00 
!FC:<-32) 9,9』 11
XN=XOL D-SOLD* (XOLD-X) / (SOLD-S) 
SOLD= S 
XOLD=X 
X=X：ヽJ
GO TO 100 
，，/RI TE< I, 200) ふむ S
FO口:1AT(IH,2!-!k=』 I4, 3X, 21奴＝ 9 F 1 0• 3』 3X,2!-!S=, F 1 0• 2) 
RETU空J
EJD 

c
 

D
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(3)サブ・プロ7'`ラム乙

SUBROUTI)JE HOUSE(A, N, VOL:1, FLRA, HTE) 
01:1E•JSION A(3, 20) 
READ(I, 100)出 t,J,FL, HTR, HTE 

100 FOPc<AT(I 5, 4Fl 0. 0) 

c :J NU1BER OF MI:＂DOMS 
C W WIDTH OF HOUSE C:1l 
C FL LE<GTH OF HOUSE C1l 
C HTR RIDGE HEIGHT C:1l 
C HTE EAVES HE! GHT "1) 

C FLRA 江 OOR AREA (M*＊2) 
C VOL:1 AIR VOLU:1E OF HOUSE C1**3l 

FLPA=W•FL 
VOL:1=¥l*FL* （HTR+HTE) / 2• O 
I F(：1-20) 2, 2, 1 

I WR! TE(I, 200) N 
2OO FOPe・1AT(lox, 2HN=，1 3) 
2 DO 10 I=I,:. 

READ(1,300) WW,FLW,AL,HLW,HUW,A(3』 I)
30C FOR1AT(6F IO. o) 

A(l, 1) ＝リl9:*FLM*AL
A(2, l)＝（ HLU+HUM) / 2• 

C A(l,Il AREA OF 1/WDOW'10-I * COEFF.OF DISC!-!ARGE 
C A(2, I) AVERAGE HEIGHT OF THE wrnoow 
C A(3, I l WIND PRESSURE CO EFFI CI E,T 
C AL COEFFICIEH OF DISCHARGE 
C HLW HEIGHT OF LOWER END OF wrnoow 
C HUW - HEIGHT OF UPPER END OF WI)JDOW 
C Wl，） WIDTH OF wrnoow OR DOOR 
C FLW LENG TH OF WI/JOO'，l OR DOOR 
10 CO,HINUE 

RETUFW 
三JD

(4)入カデータ1列

｀ ， 

9

、

＇ 

▲ 

4 9. 0 24• C 4• 2 5 2• O 

0 • 5 19 • 0 0 • 29 4.00 4.25 -0・12

0 •5 19• 0 0, 29 4• OO 4.25 -e. 70 

I• 3 24. g 0.44 g. 50 1 • 8 0 0, 60 

I• 3 24 • O 0• 44 0• 50 1 • SO -0. 60 

ら． 0 20.0 6 20 35 5 

＇ 
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e
 

(s-)出打1列の一郭介（統き）

'l口＝ 2 • O H~= 6 • O Tl= 2C・O TO= 20 •り

GO= I, 205 GI= 1 • 20 5 
x= 5 "<= -0.021 S= -G. o 4 

I= I G= 〇• 8 B= o. 009 1,:＝ -g•024 1/= I• 8 
I= 2 G= 4.7 B= 0 • OOO ''！＝ -0. 143 V= 1 • 5 
I= 3 G= -I 9 • 5 B= g. 8CO ,，I= o. 065 V= I, 3 

I= 4 G= 14• 0 8= o. geo "＝ -8 •9 6 5 V= I, 3 

S= 1 9 • 5 CHG= 5 6 • I V:-JT= 269 • I 

（O 
'J~= 2.0 HR= 6 • O TI= 2 5 • 9 TO= 20.0 

30= 1,205 GI= I• 165 
x= 5 X= -0.055 S= -0. 09 

I= I G= 3. I B= 8. g83 t.,1＝ -0• O24 V= 1 • 5 
I= 2 G= 5, 5 B= 0.053 M= -0 • 1 43 I/= I• 8 
I= 3 3= -20.7 B= g. 023 '.-1= g. 9 65 V= I• 3 
I= 4 G= 12.0 8= o. 02 3 W= -0.065 V= 1 • 3 
S= 20.6 c:rn= 9 1 • I ¥/:IT= 25 4 • 5 

゜ '!~= 2. g HR= 6. g Tl= 39 • O TO= 20.0 

30= 1. 205 GI= 1・165
ス＝ 4 X= -0. 053 S= 0. 12 
I= I G= 4.3 B= 0・164 ,，]＝ -0.024 ¥J= 1 • 8 
I= 2 3= 6 • 2 B= 0 • 1 64 W= -0. 143 V= 1 • 8 
I= 3 G= -21, 3 B= 0•O46 ¥/= o. 0 65 V= I• 3 
I= 4 G= 1 0• 9 B= g. g46 1,/= -0 •O65 V= I• 3 
S= 2 I• 4 CHG= 94.7 切JT= 295• 9 

—,~= 2.0 HR= 6 • O TI= 35. 0 TO= 2g., 

c 
30= I• 205 GI= I, 146 
：＜＝ 4 X= -0. 11 e S= -0.02 
I= I ,0＝ 5.2 B= 0 • 242 '.1= -g. 024 V= 1. g; 
［＝ 2 G= 6 • 5 日＝ z.242 ,.；= -e. 143 11= I• 6 
I= 3 G= -21, 6 B= e. 067 !J= 0• 065 V= I. 3 
I= 4 3= 9.ら B= g. 867 ,.、1= -0. 065 U= I. 3 
S= 21.5 CHG= 9 6. 4 VJT= 301° I 

e
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•’’ 付鐸 B
連棟温宦自然換気計算プロ7'’うム

(1)メインプロワ＇`ラム

PTP:<.<OZAI 1/T 

Dl:lE、1SI OtJ A(3, 20)，G(20) ≫ B(2g), M(20)，GI (8)，T(8) 
80 CALL HOIJSECA,•も出 HTE, VOLふ FLRA) e・

I F(FLRA) 9 0, 9釦 70
READ< I』 100) HR, TO, I VS』 IVE, I V:•1, I TS, I TE, I T:1』 !TD
FORl1AT(2F5. 0, 7 I Sl 
'.'1RITEC Iヽ 150) IVE,11/11,ITE』 IT:1, I TD 

150 FORl1AT(IH,4HIVE=,14,3X,4Hl'I'.1=,I如 3X,4HI TEら 14,3X, 
I 4HI T:1=, 14, 3X』 4HITD=,14) 
DO 33 XV=IVS』 IVE, 1 9r.1 
VR=KV-I 
9JHTE=VR* （HTEIHR) ** 0• 25 
DO 33 J=!TS,ITE,IT:1 
Tl=J 
WR! TE(!, 200) V兄 H克 1/liTE,Tl, T O .  

200 FOP;1ATC///,3HVR=,F6, 1,2X,3HHR=,F6, 1,2X,SHVHTE=F6-!, 
I 2X, 3HTI = F6° I, 2X, 3HT0= F6-t l 

g
o
 

7

0

 

ー

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
 

50 
38C 

FLRA 
VOL:-1 

V'i 
HR 
Tl 

TO 

GI 
GO 
VHTE 
8(1) 
M(1) 

s 
CHG 
V T  
!TD 

FLOOR A PEA.  "1**2) 

AIR V0Lm1E OF THE HOUSE (11**3) 
Wr:JD VELOCITY AT REFER口JCEHEIGHT <:1/S) 
,!'!EFE虹 clJCEHEIGHT C1) 
IN SI DE TE1PERATURE OF THE WINDWARD 
SPQN (DEG.) 

OUT SI DE TE:1PERATURE (DEG•) 
SPECIFIC WEIGHT OF INSIDE AIR <KGIM**3) 
SPECIFIC WEIGHT OF OUTS I DE AIR (l(G/:•1** 3) 
WI:JD VELO CI TY AT EAVES HEIGHT 
BUOYA.'JCY FORCE <:<Gl:•1**2) 
WIND FORCE (KG/:1**2) 
WEIGHT OF AIR CHA:、1G-ED <:<GIHP.) 
:1ば 1BER OF AI R CHANGE (Nu.4BERIH!'） 

VElJTIRATIO;J RATE PER UIJIT AREA <M**3/Yl**2IHP) 
、 TE:1PERATU!'E Ii1CR訟 SE ACROSS SPA.'JS <DEG.) 

THE CALCULATI O:J IS D0:J E IN THE R邸 GES BETWEE>J 
IVS A:・JD IVE AT THE r:JTERVAL OF IVM C"1I SEC) 
ti.1D BETWE匹 ITS ti.JD ITE AT THE INTERVAL OF 
I T:1 <DEGP.こES).

GO= I• 29 3* 27 3. 2/ C 27 3. 2+ TO l 
DO 50 !=Id 
TCll=Tl+FLOAT((l-ll*lTDl 

GI (I>= I• 293•273° 2/C 273° 2+T(I) l 
MRI TE(1, 300) ！ ≫ T(1), GI (1) 

FO 烹•IAT(I!｛， 2:il =， l如 3X,2HT=, F5. I, 3X, 3HG!=, F6• 3) 
WRITE(I』 Li0e) GO 

Li00 FOPMAT(IH, 3HGO=, F8-3l 

＼` 

，`
 

＇ 

＇ 

｀
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（糸免さ）

c
 

l』 I,2 

5̂ 

40 
2g 

sog 

゜
45 

550 

41 
700 
53 

4

5

 

9

9

 

c
 7

8
9
3
2
 

9
9
9
9
9
 

c
 

!(= 2•:1+ 2 
DO 10 I=ld 
L=I/2 
IF<L) 

1 L= 1 
GO TO 4 

2 I FC:1-Ll 3, 4』 4
3 L=M 
4 COiJ,1:, IJE 

B(I) =GO• (T(L)-TO) /C 27 3. 2+TCL) l*A(2, I l 
,.J（I)=AC 3』 I)•GO•VliTE**2/(2• •9 • Bl 

10 CONTINUE 
Kl=K+ 1 
DO 11 I=Kl,N 
L=I-X 

11 BC I) =GI (Ll* (T(L+ I)-T<LJ) /(273• 2+TCL+ 1) HAC 2, I) 
CALL FLO'..I(A』 む Bヽ G,W,GO,G!)
5=0. 
SiJ= 0. 
DO 20 !=l,K 
IFCGC!)) 40』 4如 30

30 S=S+GC I) 
GO TO 20 
SN=SN-GC!) 
W<,JTE(1,500) I,G(!l,BCI),し9〈!)

FOR!1AT< 3H I= I 3, 3X, 2HG= F7. I, 3X, 2HB= F7 • 3, 3X, 2HW=F7. 3) 
DO 45 I=l(l,N 
¥JRITE(!,550) !,GCl),B(ll 

FORMAT<3H 1=13,3X』 2HG=F7 • 1, 3X, 2HB= F7. 3) 
CHG=S•3600. /(GO•VOL.'!) 
1JN T= S* 3600. / (GO• FL FA) 
WR! TE(I, 600) S, CHG, 1JNT 

鐸 0 FOR1'!AT< IH, 2HS=, FB• I, 3X, 4HCHG=, F8 • 1, 3X, 4H'JNT=, FB, 1) 
IF(ABS<S-SCJl-0°5) 53,53,41 
，，/RITE< 1,700) SN 
FORMAT< lH, 3HS:.J=, F8° 1) 
CONTINUE 
DO 95 I=l,N 
I F (G (I) l 9 5, 9 5, 9 4 
G(!)=0• 
CONTINUE 
DO 96 1=1,:1 
12=2•1 
13=! 2+ 1 
5S=G< I 2)+G< 13) 
IF(!-1) 96,97,98 
SS=SS+G(l) 
IF(J-:1) 93』 99,9 3 
SS=SS+G<KJ 
IF<:1-1) 92,96,92 
SSS= SS 
IF<I-1) 81,82,81 

81 KK=K+l-1 
IF< I-t1) 83, 84, 83 

83 KKX=K:'+ l 
SSS= SS+G(KKl +GC:,XK) 
GO TO 8 2 
SSS=SS+G<:{l(） 

COl,TINUE 
94 
82 
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.̀. 

（続き）
CF=-3600• *FLOAT( :•1) I (GO*FLRA) 
VF=-3600• *FLOAT(：1) I(GO*1JOL:1) 
CSS=SS•CF 
CSSS=SSS•CF 
VSS= SS•VF 
VSSS=SSS••JF 
,，!'l!TE< I、800) I, CSS, CSSS, VSS, VSSS 

300 FOR.'1AT(IH, 2HI=, 12, 2X, 4HCSS= 』 F5• I』 2X,5HCSSS=』

I F6• I, 2X』 4HVSS=,F5° !, 2X, 5HVSSS=, F5° I l 
96 co:JTI:JUE 
33 C01-JTJ:<UE 
9 0 STOP 

E:・JD 

lヽl 

/
＼
 

｀
 

ー

~' 

ヽ

｀
 
｀
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（之）サブ` 1レーチン1

う ＊PTP:<><OcA! 2/T 

つ

(

/

 

(
J
 

[＇ソ

SUBROUTr:JE FLOIHA,N, B, G,W, GO, GI l 
DI:1EJ SI O:J A(3, 28)，B(20)，G (20)，M(20), GI (8)，x(8) 
M=(N-1)/3 

K=l 
x(l) =0• 

1 09 D0 20 L= 1, ：1 
J=L-1 
11 =2 
JJ= 2*：1+L+ 1 
I F(J) 1, 1, 2 

I I I= 3 
GO TO 3 

2 IF(L-11) 3, 10, 10 

10 I 1=3 

3 5=0・ 
DO 30 I= I, I I 
KK=2•L+I-l 
IF(J) 4, 4, 5 

4 KK=KK-1 
GO TO 6 

5 X(Ll =X(Jl -B(JJ) -< G<JJ) /A(1, JJl l **2/(2• *9 • B•GI (J)) 
6 P=X(L) -WC<JO +B(XiO 

I F(P) 7, s, 8 

7 GC(Kl=-A(l,Kiく） ＊SQRT<2・＊9• 8* GO*-P) 
GO TO 30 

8 G (Kx）デA(I，kk)＊ SQRT(2• *9 • 3* GI (L) * P) 
30 S=S+G<K:'） 

IF<L-1) 12,12,11 
1 2 G(JJ+ 1) ＝ S 

GO TD 20 
11 G<JJ+ll=S+G(JJl 
20 COiHDlUE 

JM= 2*i1 
GT=G (：J) ＋G (JM) ＋ G(J'，I+ 1 l +G<J',!＋2) 

!F(ABS<GTl-0• ll 19, 19,23 

23 K=K+l 
IF(K-2) 92,92, 15 

92 XOLD=X(I) 

SOLD=GT 
I F < G Tl 1 3, 1 3, 1 4 

13 X(ll=X(!)+0. I 

GO TO 100 
14 X< ll=:≪ ll-0• 1 

GO TO 100 
15 IF<:'-50) I 6, 1 6, !9 
16 XC・J=XOLD-SOLDHXOLD-:≪ 1))/(SOLD-GTl 

SOLD= GT 
XOLD=X(l) 
X(1 l=X:・J 

GO TO 100 
18 WRITE(1,200) K 

200 FOR:1AT(lH, 2HX=, I 4) 
19 RETUP;'1 

E・JD 
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'， 9 

・・（3)廿ブ｝しーチン 之．

｀ *PTP: <KOrAI 3/T 

lg2 

c
c
c
c
c
c
c
c
 

.＼J I.J'.1BこR OF 応I:J Do・i s 
:JU1BSR OF SPA .. J S 
WIDTH OF HOUSE c:1l 
LEJGTH OF HOUSE CA) 
RIDGE: H El GHT （刃）

EAVES H El GllT C:1 l 
F:..03R AREA (:•I**2) 
vo:..u:1E OF c!O'JSE (：4*＊ 3) 

0

0

 

g

o

 

1

2

2

3

 

。

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
l
 

SUBROTJTI'.JE HOUSE<釦：J,'.-1,HTE,Wi..'.・1, FLP.Al 
DI'.1E!SIO'.J A(3, 20) 
READ< I, !00lN,W,FL,HT'l,HTE 
F,J0;1AT(15, 4Fl0, 0) 

:-1＝ （：J -1) / 3 

:J 
:•I 
w 
FL 
HTR 
HTE 
FLRA 
voし：4 AI R 

FLRA=W•FL 
VOし'1=FLRA*（HTR+HTE) / 2• O 
IF(N-20) 2』 2,I 
¥JR!TECl,200) N 
FO兌・1AT<l 0X, 2!-{J=, I 3l 

DO I 0 I= l,t，J 
READ(I, 300) MM』 FL,'I,AL, HLW, HU島 A(3』 I)

FO R:1AT(5F 1 0• O) 
A(I, Il=WW•FLW•AL 
A(2, I l = (HLW+HUW) /2, 

A(I, I l AREA OF WIN DO'} :•J0 -I * CO EH, OF DI SCHAP.GE 
A(2, 1)‘AVERAGE iiこIGHT OF THE WI'.JDOW 
A(3, I l WLJD PP.ESSU~E COEFF! Cl EJT 
AL COEFF!C!E.JT OF DISCHARGE 
HLW :-{EIGHT OF LO\•IER 即 D OF WI:J DO¥,' 
H団J HEI GヨT OF UPPER ElJ D OF WJ:J DO'.J 
訊 I WIDTH OF WI:JDOW OR DO,JR 
FL'，J LENGTH OF IJI'.JDOW OR DOOR 
WWD PRESSURE COEFFICIENTS ARENJT GIVEJ 
OPEJl'.・JGS LOCATED BETWEE.J SPA.~S 
IF !=I, THE OPEi・Jl'.JG IS LOCATED 0'.< 
SI DE¥・IALL, 

IF !=2•:1+2, 
SI DE',IALL, 
IF !=2 THP.OUG:-{(2*'.1+ l l, 

THE nI OGE・
IF I= (2*'.-1+ 3l TH~OUGH'.J(= 3•:1+ l l, 
LOCATED BETWE匹 SP~JS,

CONTl'JUE 
RETUPN 
E< D 

T'1!': OPE!H~G 

THE ¥C!:JDWA'lD 

IS LOCATED o:~ 

THE 0P5Jr:JG 

FOR THE 

THE LEEWA'1D 

IS LO CAT ED 0~ 

THE OPS,r:;G IS 

ヽ

｀
 

（
 

鼻

．ヽ

‘,̀ 

・

1

，
 

｀
 

ー
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(4)入力1列こその出力1列rJ)一部 (3連梼温窒）

，
 R F0'1T 

•KOZA! 1/L 
•KOZA! 2』 ;{00:AI3/G 

l g 

，
 

6 • Ci 
IVE= 

鳥り
VR= 
I= 
I= 
I= 
GO= 
I= 
I= 
l= 
l = 

l = 
I= 
l = 

I= 
I= 
I= 
S= 
I= 
I= 
I= 

27,0 24•0 4.25 
1 • 3 24• O 0• 44 0• 50 
0 •5 1 9 • 0 0• 29 4• C O 
0 • 5 1 9. g g. 29 4. go 
0.s 19.0 0.29 4.0z 
c. 5 1 9 • O O• 29 4• 90 
0. 5 I 9. 0 0. 29 4. 00 
0 • 5 1 9 • 0 2 • 29 4 • 90 
1 • 3 24• 0 8• 44 0• 50 
1 • 8 24• O C• 7 0 0 • I O 
1 • 8 24• O O• 7 e. o. I O 

20. 0 I 6 I 20 35 5 
6 IV:1= I !TE= 35 !T.1= 

1
2
3
4
5
6
7
3
9
0
 

ー

ソ` 1
2
3
 

C• O Hm= 6• 3 

I T= 20• 0 
2 T= 21•0 
3 T= 22.c 

I• 205 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 
G= 

6• 7 
CSS= 
CSS= 
CSS= 

VHTE= 0• C 
GI= 1,205 
GI= 1 • 2e1 
GI= 1-197 

Tl= 

2. g 

1. s o 
4,25 
4.25 
4.25 
',•25 
4•25 
4,25 

l • 50 
1 • 90 
l• 90 

5
 

1 
!TD= 

g
2
o
g
g
o
g
g
 

6
1
7
3
7
3
6
6
 

•••••••• 
o
o
g
o
o
o
c
o
 

↓

―

~

―

―

 

-2• 9 B= 0• OOO 
-0• 6 日＝ 0• OOO 
-0• 6 B= e. oco 
1 • 3 B= c. o 1 7 

l • 3 B= o. 0 1 7 
2• O B= g. g31， 
2. g B= g. C34 

-2• 6 B= o. 009 
-4• 1 8= c. goA 
-1 • A B= o. go4 
CHG= 9,9 I]．、IT=

56, 6 CSSS= 56, 6 VSS= 
g. 9 csss= 76• 9 1JSS= 

36, 4 CSSS= 55, 8 1/SS= 

W= 
11= 
II= 
¥l= 

W= 

¥1= 

,.-I= 

'•= 

20• O TO= 20.0 

o
o
o
g
9
0
9
0
 

o
g
o
o
Q
o
o
o
 

g
o
o
e
o
e
o
o
 

•••••••• 
c
o
g
o
g
o
o
?
 

30.9 

18• I 
g. o 

I I. 7 

VSSS= 
VSSS= 
VSSS= 

18• I 
24.3 
17.9 

ヘ
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．．． 

（糸免き）
VR= 
I= 
I= 
I= 
GO= 
I= 
I= 
!= 

I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
S= 
!= 

!= 

I= 

0.0 HR= 6.0 
l T= 25•0 
2 T= 26• 0 
3 T= 27 • 0 
1.205 

G= -9. 2 B= 0. 023 
G= 2•7 B= 0-083 
G= 2.7 B= 0•033 
G= 3. l B= 0. l 00 
G= 3. l B= 0. 100 
G= 3.4 B= 0-116 
G= ・ 3.4 87 0-116 
G= -9•1 8= 0.032 
G= —‘3• 8 B= 0• OO4 
G=.  2• 3 B= 0• 004 

l B • 2 CHG= 26. 9 V,JT= 
CSS= 126• 6 CSSS= 126• 6 VSS= 
CSS= 0. 0 CSSS= 52• 0 VSS= 
CSS= 125• 7 CSSS= 125• 7 VSS= 

Vl!TE= 0,0 
GI= I, 185 
GI= I, 161 
GI= I, 177 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

ー

しl=
W= 

W= 
W= 
19= 

W= 

しI=
W= 

1

2

3

 

VR= 
!= 

I= 
I= 
GO= 
I= 
!= 

I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
I= 
S= 
I= 
I= 
I= 

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
 

ー

1

2

3

 

·0•0 HR= 6•0 
I T= 30• 0 
2 T= 31•0 
3 T= 32•0 

l• 205 
G= -12•2 B= 0•046 
G= 3•8 B= 0. 164 
G= 3. 8 B= 0. I 64 
G= 4•1 B= 0•180 
G= 4•1 B= 0•180 
G= 4.3 B= 0•195 
G= 4.3 B= 0•195 
G= -12•3 B= 0•054 
G= -4• 5 B= 0• 004 
G= 3• 6 B= 0• 004 

24• 4 CHG= 36• 0 1/l<T= 
CSS=l68•6 CSSS= 168•6 VSS= 
CSS= 0. 0 CSSS= 62• S VSS= 
CSS=l69•8 CSSS= 169•8 V-SS= 

VHTE= 0. 0 
GI= I• 165 
GI= I• 161 
GI= I• 157 

Tl= 

g
o
o
o
o
o
o
g
 

0
0
0
0
6
0
0
0
 

g
e
g
o
o
o
o
o
 

•••••••• 
o
g
o
c
o
o
o
o
 
84• 1 

40• 5 
o. c 

40 • 2 

Tl= 

W= 
W= 

W= 

W= 

W= 

W= 

W= 

W= 

25. 0 

VSSS= 
VSSS= 
VSSS= 

30• O 

TO= 20.e ヽ`

‘
 

40 • 5 

16• 6 
40•2 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

0
0
0
0
0
0
0
0
 

．．
 0

0
0
0
0
0
0
0
 

112. 5 
54• O 

0• O 
54.3 

TO= 

VSSS= 
VSSS= 
VSSS= 

20.0 

＇` 

C
-
0
3
 

．．． 
4

0

4

 

5

2

5

 

｀
 
(, 
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゜ （続き）
VR= g. g HR= 6• O VHTE= 0• O TI= 35,0 TO= 20• O 
I= I T= 35. 0 GI= !, 146 
I= 2 T= 36• O GI= l• 142 
I= 3 T= 37.0 GI= l • 139 
GO= 1 • 205 
I= I G= -14.5 8= o. 067 W= 0• OOO 
I= 2 G= 4.7 B= 0• 242 W= 0• OOO 
I= 3 G= 4.7 B= 0.242 W= O• OOO 
I= 4 G= 4•8 B= 0. 257 W= 0• OOO 
I= 5 G= 4• 8 B= 0• 257 W= 0• OOO 

゜
I= 6 G= 5.0 B= 0• 272 W= 0.000 
I= 7 G= 5• O B= 0• 272 W= 0.000 
I= 8 G= -14• 6 B= o. 076 II= o. ooo 
I= ， G= -s. I B= 0• OO4 
I= 1 0 G= 4•6 B= 0.004 
S= 29 • O CHG= 42• 8 VNT= 133,9 
I= I CSS=199•9 CSSS= 199.9 vss= 64• O vsss= 64• O 
I= 2 CSS= 0• O CSSS= 70.9 VSS= 0 • O VSSS= 22, 7 
I= 3 CSS=202• 4 CSSS= 202. 4 VSS= 64• 8 VSSS= 64, 6 

VR= I• 0 HR= 6• O VHTE= 0•8 TI= 20• O TO= 20• O 

c I= 1 T= 20• O GI= 1 • 205 
I= 2 T= 21 • 0 GI= 1.201 
I= 3. T= 22• O GI= I• 197 
GO= 1 • 205 
I= I G= -I I• 0 B= 0• OOO W= 0• 02 1 
I= 2 G= -0• 6 B= 0• OOO W= -0•004 
I= 3 G= 1・6 B= 0• OOO W= -0•025 
I= 4 G= -1.2 B= 0• O 1 7 W= 0.011 
I= 5 G= 2. 2 B= 0• O 17 W== -0.025 
I= 6 G= 0•3 B= g. 034 W= 0. 011 
I= 1 G= 2. 4 B= g. 034 "= -0• 62 1 
I= 8 G= 6• I B= 0• 009 w= -0• O2 1 
l= ， G= -9 • 8 B= o. og4 
I= 10 G= -8 • 8 B= 0.004 
S= 12.9 CHG= 19 • 0 VNT= 59 • 3 
I= I CSS= 160• 8 CSSS= 160, 8 'JSS= 51, 5 VSSS= 51, 5 

0 I= 2 CSS= 17 • 0 CSSS= 274,S VSS= s. 4 VSSS= 87,8 
I= 3 CSS= 〇• O CSSS= 122, 0 VSS= 0• O VSSS= 39,0 

。
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（夕）入力1列 1（之連裸）
ヽ`

•PTP: <!(O?:A! 4/T 

7 18, 0 24•0 4• 25 2 • O 
I• 3 24• O 0.44 g. 50 I, 50 0. 60 
g. 5 1 9 • O g. 29 4.00 4• 25 -0. 12 
0• 5 1 9. o. 0. 29 4• OO 4. 25 -0• 70 
0. 5 1 9. o 0. 29 4 • OO 4. 25 0• 30 
g. 5 1 9 • O. 0. 29 4• OO 4•25 -0. 60 
I• 3 24,0 0 • 44 0 • 50 l • 80 -g. 60 
1 • 8 24• O 0.70 g. I O 1 • 9 0 

6. 0 20 • O 6 20 35 5 
{― 

（し）入力伊1z(4連棟）
I 3 36 • C 24,0 4• 2 5 2.0 

1 • 3 24•. 0 o. 44 0. 50 1 • 3 0 0. 60 

0.5 19 • 0 e. 29 4. 00 4, 25 -0. 12 

g. 5 1 9 • O 0, 29 4. gg 4.25 → 0• 7 0 

6 • 5 19 • 0 0. 29 4• 90 4• 25 0• 30 
0.5 1 9 • Cl 0. 29 4• OO 4• 25 -0• 7 0 

0•5 1 9 • O o. 29 4•OO 4. 25 o. 30 

0.5 19, 0 e. 29 4.00 4. 25 -0• 70 

0 • 5 19 • 0 0. 29 4• OO 4•25 0. 30 

g. 5 1 9 • O 3• 29 4• OO 4• 25 -g. 66 

）̀ I• 3 24・ O 0.44 0. 50 I'• 80 -0. 60 

1 • 8 24• O 0 • 7 0 g. I C I• 90 

1 • 8 24• C 0• 1 9 0. 10 I.• 9 0 

I• 8 24. g 0• 7 0 0• I O 1 • 9 0 

6 • 0 29• 8 6 20 35 5 

(7)入刀1列3(5連棟）
16 45. 0 24• O 4.25 2• 0 

I• 3 24• O 0.44 0.50 1 • 80 0. 60 

0. 5 19• 0 o. 29 4 • OO 4.25 -C・12

0.5 19• 0 0• 29 4• OCi 4,25 -0 • 7 8 

0 • 5 19• 0 0. 29 4• go 4,25 0. 30 ` } | 0 • 5 19• 0 0•29 4 • OB 4,25 -0. 70• 
0.5 1 9. o o. 29 4 • og 4, 25 6• 3Q 
o. 5 19 • 0 0. 29 4.00 "・ 25 -0 • 70 

0. 5 19 • 0 0. 29 4• Qg 4,25 0• 30 
e. s 19, 0 6 • 29 4. gg 4,25 -0• 7 0 

o. 5 1 9 • O 0.29 4.00 4•25 0. 30 

8 • 5 19. 0 0.29 4• OC 4• 25 -0• 60 
I• 3 24 • O 0• 44 g. 5C I, 50 -0. 6e 

1 • 8 24 • O 0.70 0• I 0 1 • 9 0 

1 • 8 2ll• 0 g. 7 0 0• I O I. 90 

I• 8 24 • C 0,70 0, 10 I, 90 

1 • 3 2Ll• 0 0 • 7 [ 0 • 1 0 1 • 9 C 

6 • 0 2g. o 6 20 35 5 

｀ -28-
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付飩じ
単棟還呈強剌授気計算プロ7'、うム
（1)刈`／プロワ＇、ラム、

、●

C:1) 

c
 

CCI) 
’JXTE 
B(!) 

'.JC I) 

x 

。

c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
c
 

01:1E::1SIO:J F?.?(20,2),")P(13l,A(3, 10l,C(10) 
!Jl:•IE:JSIO:J G(10),W(10), BC 10) 

T:-JIS PROGRA.-1 IS :1ADE TO CALCtr... ATE THE VEJTIL.ATIO:J 
RATE OF A GP.EE!lHOUSE ¥I! TH 凶 ELECTR! C F邸 FOR
t1日JTILATIO:l, AS A Fu'1CT!O'.J OF wrno SPEED』 MIND

Dl RECTI 0:-J, GREE::JHO.USE G E0:1 ETRY ETC・
Sl'.1BOL ***AE叫 1:・JG (¥Jill Tl*** 
WO WIDTH OF HOUSE: C:1) 
FL LE,JGTH OF HOUSE (：1) 
HTR RIDGE HEIGHT C:1) 
HTE EAVES HE! GHT C:1l 
GABL AREA OF GABLE EJD (：91*＊2) 
N'N!J.-IBER OF O?F.CJI:1GS 
¥JW WI DTヨ OF OPE:J r:JG c:1) 
Fし'，J LE!は TH OF OPEI:JG (:•I) 
AL DISCHARGE COEFFI Cl E::JT 
:-IL'，I HE!3HT OF LOWE?. E:rn OF THE OPENING 
FLRA FLOOR AR邸 (:1*＊2)
VOし：，I Al?. VOL U1 E OF'HOUSE C:1** 3l 
A（し ll AR邸 OF OP匹 !:JG• DISCHA~GE COEFF!CIE::JT 
A(2, I l A,JERA3E :JEIGヨT OF THE OPこil.VG (:•I) 
A< 3, I l ORI EJTAT!O:-J CF THE OPEJI.'lG <DEG, l 
HR REFER三‘JCEHE!GnT OF WI:-JD SPEED C:1) 
11~'Jl:JD SPESD AT REFE!lE::lCE HEIGHT(：、IIS)
TO O!)TSIDE TE::1PERATU?.E (DEG,) 
TI INS!!lE TE.1PE~ATURE <DEG,) 
,30 S?ECIFIC¥IEIGHT OF INSIDE AIR (i<G/:•1**3) 
GI SPSC!FIC WEIGHT OF OUTSIDE AIR (KG/:1••3> 
WP ¥JUD PRESSURE: C02:FF! CI E:』T AS A Ftr.1CT!Ot1 

OF 1JI:JD DIRECTIO:J 
¥11'1D PRESSURE CO EFFI Cl EJT OF THE OP四 l.,1G.JO,I 
Wl!lD SPEE!l AT EATJES HE! GヨT
30UYAvcY (KGI:91*＊2) 
!)Y'.J心IIC PRESSURE (KG/'.1••2l 
:-JlT.-19ER OF PAI RS OF DATA.ON ?!'<ES SURE 
DIFFER四 CE-F:..0t,; ?ATE RELATIONSHIP 

F!lP Al? FLOW RATこ OF THE VE'lTILATI0.'1 F邸

IVS, IVE A.-JD IV.1 CALCUしATIO:, IS DONE rn THE 
F!l0.-1 (!VS-I> TO (IVE-I).4T 
l:JTこP.VALS 
CALCULATIO;］ 

FP0:•1 I TS TO 
I TS, IT三 A3E I T;•1 IS DONE I:J 

!TE AT IT:•! 

RA..JGこ
IV.,l 

THE RANGE 
I:JTER1JALS 

1 00 
2ce 

。

READC 2, 100) WO, FL, nTR』 ,!TE』 GABL
R三AD(2,200))J 
FOR:1ATC SF7. 0) 
FOR刃AT(I5) 
FLPA=.JO*FL 
I F(3ABL) 1 2, I C、20
3ABL='JO* （HTR+HTE) / 2• G 
VOL:1=FL•GABL 
•,1?.ITEC I, 150)',10,FL,H~cl,:lTE,GABL,FL~A,'lOL:1,N 

1 50 F3R:91AT(4H,'!O=F6. 2』 2X』 3HFL=F6• 2, 2X 』 4HHTR=F6• 2≫ 
1 2X』 4:HTE=F6,2/6ヨ GASL=F7 • 1, 2X, 5nFL ?A= FS, 1』

I 2:0:, SHVOL:1=F5, 1, 2'<, 2Htl=I 3) 

12 
20 

-29-
（緑泥く）



•，、

（火1ンプロプラム糸屍き）
DO 30 I= IバJ
OEAD(2, 1 00) m,I9 FLy, Hl.tJ, A(3, 1)，AL 
AC I, Il=WW•FL'J•Al. 
A(2』 I)=HL;/+WW/2, 0 

wP.l TEC I, 160) Iヽ かわ FL，，，＇Hし応 Aく3＇!）,AL，A(I，l)，A(2'I) 
160 F'OP;1ATC3H !=!2, IX,4H WW=F6.2,2X,4HF'l.1,/=F'6•2,2X,4HHLW=F'6•2, 

I 2X, 3HA3=F'6. l/4H AL=F'6• 2, 2X, 3HAl=F8, I, 2X, 3HA2=F'7, 2) 
30 CONTINUE 

READ(2,200) :1 
READ(2, 300) （（ FRP(I, J), J= 1, 2)，1 = 1, :1) 
',IP.ITEC I』 170) CCF'RPCI,Jl,J=l,2),!=1.:1) 

170 F'OR:1ATC5X,5H FRP /(3X,2F'8-2ll 
30G FOR:、!ATC2F'7. 0) 

READ(2, 400) XR, TO, I VS, I VE, I V:1, I TS, I TE, I T.1 
READ(2, l go) （刃P(l),1 = 1, 1 3) 
WRITE(I, 190) <WPC!l,l=lヽ 13)

190 F'OP1•1ATC3X,2H匹／（ 5F'7 • 2)) 
400 FORMAT(2F'S• 釦 615)

GO= I• 29 3•27 3• 2/C 273• 2+TO>,  
1,IRI TE(I, 123) I VS, I VEヽ IV.1』 ITS,ITE,IT:-1

123 F'OP.:1ATC 5ヨ IVS=! 3, 2X』 4HIVE=I3,2X, 4HIVM=l2, 
I 2X, 4HI TS=! 2, 2X』 4HITE=l2, 2X, 4HI T:1=! 2) 
DO 33 K=IVS, IVE, I切

VR=K-1 
VHTE=VR*（HTE/HR) ** 0• 25 
,JP.I TEC I, 500) VR, HR, VHTE, TO, GO 
DO 33 J=ITS, !TE, ITC-! 
Tl=J 
GI= I. 293•273• 2/C 273• 2+TI l 
'.JR! TE(I, 600) Tl, GI 

500 F'OR~ATC///,3HVR= 』 F'S• I, 2X, 3HHR=, FS• I, 2X』 5HVHTE=F'6.I, 
I 2X, 3HTO=F 5• !, 2兄 3HGO=F'6.3> 

600 FOR!、!ATC4H T!=,F'6-l,3X,3HGI=,F7,3l 
DO 33 L= I, 13 " 
DO 40 I= l,N 
F'L= I 5. 0*F'LOATCL-I l 
l.l.=AC 3, I l /1 5• 0+ I• 01 
LLl.=IABSCL-l.Ll+ I 
C(l)＝MP(LLし）
B(l) ＝30* （TI -TO) / (273• 2+TI) ＊A(2, l) 
9.J（1) ＝C(l) ＊GO*VdTE*＊2/(2・＊9.5)

40 WRITE(I, 180) FL』 l.,LLL, I, C(l) ≫ 8(I)，M(l) 
180 F'OP.:1ATC 4H FL=FS-1, IX, 3H l.= I 2, 2X』 4HLLL=l2, 2X, 2Hl=l 2, 

I 2X』 2HC=F6,2, 2X、2H8=F'7• 3, 2X, 2ヨV=F7• 3) 
CAl.l. F'l.0¥JC A, ・~,:•!, B,'J, GO, GI, FRP, Gl 
s= Q. o 
DO 50 !=2,:1 
I F(3 (l)） 6e, 6g, 50 

ら0 S=S-GC!l 
50 co:JTINUE 

CHG= S* 36co. ／(GO*Vol.A) 
VNT=S*3603• /(GO*FLRA) 
WP.I TE< I, 800) S, CHG, V:JT 

600 FOR.、1ATC3H S=, F9. 2, 3X, 4HCHG=, F'9. I, 3X, 4HV.JT=, 

I F9• 1/l 
33 CONTI'1UE 

STOP 
END 
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SUSROUTl:JE FLOW(A,:J,)I』 8,W』 GO,GIヽ 克 G)
01:1回 SIO:J AC3, 10l』 8(10), M(1 0) ≫ RC 2o, 2), 3(I O) 

K=l 
X=-0•5 

l og s=0 • O 
PF=X-WC I)+BC I l 
DO 50 1=2，刃
I F(RC I』 I)-PF) 1』 I,50 

50 CONTINUE 
I J=I-1 

C= （R(I, 2) -R(J, 2)） I(R(1』 1)-RCJ』 I)）

9=C*（PF-R(I』 1)）+R(I』 2)
DO 10 1=2,N 
P=X-'i（ll+B(I) 
IF(Pl 3,'l3,93 

3 5 (1) ＝-A(l, I) ＊ SORT(-2・ •9 • 8xGO•P) 
10 S=S+G(Il 

SQ= S+ Q 
IFCABSCSQl-0-1) 11,11,4 

4 X=K+ I 
I F(x-2) 5, 5, 5 

5 XOLD＝女
SOLD= SQ 
I F(S+ Q) 69が 7

6 x戎＋ g．2 
GO TO 100 

7 x=x-0• 2 
GO TO 100 

8 IF<K-150) 9,9, 11 
9 XN=XOLD-SOLD*（XOLD-X) IC SOLD-S9) 

333 FOR:1ATC SF9, 3l 
SOLD=SQ 
XOLD=X 
X=XN 
GO TO 100 

93 x=x-e・1
GO TO 100 

11'JRITE< I』2go) k』やむ S
200 FORi・IAT(IH 、2H;(＝,I 3, 2X, 2HX=, F'l• 2, 2X, 2HQ=, F9, Iヽ

1 2x, 2Hs=≫ F9 • 1) 
15 RETURN 

END 

゜
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(:s) 入力刷
｛ 

5.5 29, 7 2• 9 2 1・40 13. 4 

2 
o. 5 5 0. 5 5 1 • 10 160・ 0 
e. 55 2• 3 g. 5 o. o 0 • 7 
3 
4 • 6 7,00 
〇• O 5. 7 5 

-4, 0 3. 9 2 
-6 • O 2.92 
-,5 • 0 1 • 67 

-10• 0 0. 58 
-12. 0 0,06 

ー 14•0 o. 06 0-
6. g 23 • O I 26 2 20 39 10 
0 • 6 0 0 • 6g 0 • 6 8 0.35 0.05 

-0. 15 -e. 5 5 -e. 55 → 0, 55 -0. 55 
-0.55 -g. 55 -0.55 

r

1

 

＾
 

（～ 

「

i
J‘‘̀ 
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囀い

(4) 出力1が1(J)一卸分

，

ii|
ー・

J'

WO= 5°60 FL= 29°70 HTR= 2•92 HTE= 1•40 
GABL= 13• 4 FLRA= 166. 3 VOU1= 398. 0 N= 2 

I= I 1..lW= 0• 8 5 江 W= 0°85 HLW= I• 10 A3= 180•0 
AL= 0°00 Al= 0°0 A2= 1•52 

•I= 2 WT,1＝ 0. 55 FL1J= 2• 30 HLT,I= 0. 50 A3= 0. 0 
AL= 0°70 Al= 0.9 A2= 0.77 

FRP 

4• OO 
0• OO 

-4• OO 

-6• OO 
-8• OO 

-1 0• OO 
-12.00 

7.00 

5.75 

3.92 

2• 92 
I• 67 

-1 4• og 
1,/p 

g. 60 0• 60 
-0. 15 

-0-55 

I VS= 1 

-0. 55 

-0.55 

IVE= 

0. 58 
0. 08 

0• OO 

O• 60 0• 350• OS 
-0. 55 -0. 55 -0. 55 
-0.55 

26 I 11:1= 2 I TS=20 I TE=30 ITI1= 10 

V只＝ 2.0 HR= 6 • O VHTE= 1 • 4 TO= 20• 0 GO= I• 205 

！ 
Tl= 20.0 GI= 1 • 205 

FL= 0 • O L= 1 LLL=13 I= I c= -0.ss S= o. ogo W= -0.065 

FL= g. o L= I LLL= 1 I= 2 G= 0• 60 B= 0• OOO W= g. 07 1 

K= 4 X= -l O 35 Q= 5. 2 S= -5・1

S= 5• I 3 CHG= 38 • 5 VNT= 9 2• 2 

I
I
|

．
ー

r

:0 

FL= 15,0 L= 2 LLL=12 I= I C=-0-55 8= o. ooo l』!= -0.065 

FL= l 5• 0 L= 2 LLL= 2 I= 2 C= 0• 60 B= o. ooo W= o. 07 1 

K= 4 X= -1.35 Q= 5. 2 S= -5. I 

S= 5. 13 CHG= 38 • 5 諏 T= 92・2 

FL= 30. g L= 3 LLL= 11 != I C= -0. 55 B= g. goo M= -0• O65 

FL= 30・ O L= 3 LLL= 3 I= 2 C= 0• 60 B= o. ogo W= 0• 97 1 

K= 4 X= -1.35 Q= 5.2 S= -s. 1 

S= 5・13 CHG= 38• 5 VNT= 92• 2 

FL= 45• 0 L= 4 LLL=10 I= I C= -0. 55 B 0.000 w= -g•O65 
FL= 45• 0 L= 4 LLL= 4 I= 2 C= 0.35 8= 0• OOO ¥1＝ 0•042 
K= 4 X= -1-37 Q= 5. 2 S= -5. I 

S= 5. 12 CHG= 38• 4 ITNT= 9 I• 9 

FL= 60• O L= 5 LLL= 9 != I C= -0• S5 8= o. ggo W= -0. 065 

FL= 60• O L= 5 LLL= 5 I= 2 C= 0.05 B= o. ogo W= 0• O06 

K= 4 X= -1. 40 Q= 5• I S= -5. I 

S= 5.10 CHG= 38 • 3 VNT= 9 I• 6 

FL= 75• 0 L= 6 LLL= 8 I= 1 c= -0.ss B= o. ooo W= -0.065 

FL= 7 5• 0 L= 5 LLL= 6 I= 2 C= -0..15 8= 0.000 M= -0• O 18 

K= 4 X= -I• 42 Q= 5. I S= -5. I 

S= 5.09 CHG= 38 • 2 VT= 9 I• 4 
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